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この 30 年間で脊椎外科を大きく発展させたのは，インストゥ

ルメンテーション，MIS とともに画像診断技術であろう．私が

研修医時代，脊椎外科の画像診断といえば，単純レントゲン，ミ

エログラフィー，そして当時新技術の CT ミエロであった．そ

の後，MRI の出現，そして CT の進化が脊椎・脊髄外科手術を

飛躍的に進歩させた．昔は手術をしても今ほどよくならない患

者さんが多かったが，それは術前診断の精度の影響が大きかっ

たと思う．さらには，詳細な術前診断だけでなく，手術の分野

でもナビゲーションなど画像技術の応用によって，手術そのも

のが低侵襲で正確に行えるようになった．今でもすべての患者

さんを完璧に治せるわけではないが，診断と手術の精度の向上

により，術後の状態を比較的正確に予測できるようになってい

る．そのため術前から術後成績についてかなりはっきりと説明

ができ，患者さんの信頼や満足度を得ることにつながっている．

一方，病歴や理学所見に比して画像診断の比重が巨大化した

ため，画像所見に引っ張られて診断を誤ってしまうという例が

散見される．特に若い先生方には，診断というのは，主訴，病

歴，理学所見，各種検査，そして画像のすべてをできるだけ矛盾

なく説明できる病態をみつける作業であることを肝に銘じてほ

しいと思う．誤診とまではいかなくても，患者さんの症状では

なく，画像を直す手術が行われていることも多い．

家電製品と同じで，画像技術は往々にして知らないうちに進

歩している．今回は，画像診断を大きく引っ張ってきた MRI，

CT の最近の進歩についてまとめてもらった．特集を読んで，

アップデートした画像診断の知識を日頃の臨床に生かしていた

だければ幸いである．

さて，今年度から私は編集委員に加えていただいた．1 つの

ことを多角的に論議することは大変重要で，一方向からだけで

は見えないものが見えてくる．私は整形外科，脳神経外科，神

経内科，放射線科がそれぞれの立場から 1 つのテーマに焦点を

当てる「脊椎脊髄ジャーナル」を以前から愛読し多くのことを

学んできた．今後，この特長を最大限に生かして読者の皆様の

お役に立てるよう，微力ながら尽力したいと考えている．皆様

の忌憚のないご意見をお待ちしている． （根尾昌志）
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